
大学院単位認定

この公開講座・セミナー・シンポジウム等は大学院医学研究科の単位認定対象となっております。単位認定の条件
や対象科目等は下記をご確認ください。

単位認定条件

大学院生の方は、受講後、「出席票」を教務課（大学院担当）まで
ご提出ください。
出席票は、履修管理システムからダウンロードすることができます。

【履修管理システム】
博士課程：http://lms.juntendo.ac.jp/
修士課程：http://mst.juntendo.ac.jp/

認定科目

【博士課程】

Current Topics ※必修「大学院特別講義」に振り替えることはできません。

【修士課程（医科学コース）】

選択科目「大学院セミナー」

http://lms.juntendo.ac.jp/
http://mst.juntendo.ac.jp/
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テーマ在宅医療の今と未来
日本とタイの在宅（訪問）における
現状および今後について

超高齢社会の最前線にある日本の在宅（訪問）医療の体制、
地域包括ケアの取り組み、在宅緩和ケアの実践と今後の課題を検証します。
またアジア諸外国の一例としてタイの高齢化動向や
在宅医療・地域ケアの最新事情を共有し、
国境を越えた知見の融合と未来の可能性を探るプログラムです。

プログラム ［司会］梁島健介（順天堂医院血液内科医師）／志村円（バンコク国際病院メデイカルコーディネータ ー）

13:00~13:05開会の挨拶
13:05~14:05第一部基調講演

休憩(10分）

「病診連携の真意 W主治医制度をホスピタルアットホームから再構築する」
飯嶋将史（いいじま訪問診療クリニック院長）［30分］

「病院と在宅医癒の連携 安心して自分らしく暮らすために」
野上典子（順天堂医院がん治療センター緩和ケア認定看護師）［20分］

「タイでの在宅医療介護環境の現状」
旱矢仕真史 (KAIGO Life Company Limited - Director) [l 0分］

14:15~14:55第二部全員参加の総合討論
記URLまたは、
のQRコ ー ドより

14:55~15:00 閉会の辞齊藤光江（順天堂医院乳腺センタ ー）※敬称略
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